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◆講演  樋口陽一さん（憲法学者） 

1934年、仙台市生まれ。 

母校の東北大学、東京大学、上智大学、 

早稲田大学で法学部教授を歴任。国際 

憲法学会名誉会長。 

主な著書に、『近代国民国家の憲法構造』（東京大学出版会･1994）、『もういちど憲法を読む』（岩

波書店･1992）、『憲法という作為』（岩波書店･2009）、『いま、「憲法改正」をどう考えるか』（岩波

書店･2013）ほか多数。また対論として、井上ひさし氏との『「日本国憲法」を読み直す』、加藤周

一氏との『時代を読む』（ともに岩波現代文庫･2014）など。 

 ◆ミニシンポ 「若い世代が語る、いま、憲法を活かす意味」  

コーディネーター 大河原壽貴さん （弁護士） 
 

 

 

２０１５年 ５月３０日（土）  

14:00開会（13:30 開場）～16:30 

                 ハートピア京都  
    市営地下鉄烏丸線「丸太町」駅下車 5番出口 

        ℡ 075－222－1777 （地下鉄連絡通路にて連結） 
                         

参加費 ５００円 （学生 300 円） 

 

 共催： 京都憲法会議・自由法曹団京都支部・憲法を守る婦人の会 

問い合わせ： 京都第一法律事務所内 ℡ 075-211-4411（憲法会議担当まで） 
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憲法学者の樋口陽一先生に、 

改憲動向の危険性や日本国憲法の価値に 

ついてお話しいただきます。 

 


